
第２章 心の羅針盤を「見える化」する評価革命

2.1 非認知能力を「見える化」する発想の転換

非認知能力を日常の行動から丁寧に捉え、記録し、その成長を「見える化」すること

で、子どもの努力や才能を正しく評価する新しい視点を提示します。

（１）なぜ「評価」が教育を変えるのか

評価は単なる成績付けではなく、子どもの挑戦や成長を後押しする最強の教育ツ

ールであり、未来を切り拓く学びを支える新たな視点が教育を変えるのです。

① 評価観の転換と、子どもの自己認識

評価を点数や結果だけでなく、子どもの挑戦や努力を照らす光として捉え直す

ことで、自己認識を深め、未来に向かう力を育む教育を共に創っていきます。

ア 失敗を「学びの宝物」に変える新しい評価観

挑戦や失敗を肯定的に捉え、学びの宝物へ変える新しい評価観を示し、安心し

て挑戦できる教育環境を提案します。

（ア）挑戦の過程に光を当てる視点

挑戦の結果だけでなく、その過程や努力を評価することで、子どもは安心し

て挑戦し続ける力を育み、学びに向かう主体性を高めます。

○ AIポートフォリオ評価で挑戦過程を自動記録し、努力の軌跡を可視化する。

○ プロジェクト型学習で失敗も含めて成果報告を行う場を設ける。

イ 失敗から学ぶ姿勢を育む視点

失敗を否定せず、そこから学び取る力を評価することで、子どもは自己改善

の意欲を持ち続け、未来に挑戦する心を鍛えます。

○ VR教材を活用し、失敗体験を安全にシミュレーションし再挑戦させる。

○ 振り返り AIが失敗原因を分析し、次の改善提案を自動で提示する。

イ 指導の羅針盤となる「成長の見える化」

子どもの小さな成長を記録し可視化することで、先生は個性や課題を深く理解

できます。その記録は指導の羅針盤となり、個別最適な教育を可能にします。

（ア）日常行動を記録する視点

日常の小さな変化を見逃さず記録することで、数値では測れない成長を把握

できます。これにより教師は子ども理解を深め、次の指導へつなげられます。

○ 授業や活動での挑戦や努力を教師が入力し、日々の成長を可視化する。

○ 協働や主体的行動をカードに記録し、振り返りや指導に活かす。

（イ）成長の記録を共有する視点

子どもや保護者と成長記録を共有することで、学びを共同で支え合う環境を

築きます。学校と家庭の協働が深まり、成長を社会全体で喜べる文化を育みます。



○ 成長記録を保護者と共有し、家庭でも努力や学びを認め合う。

○ 子どもが成長や挑戦をクラスで共有し、互いの努力を称賛する。

② 実践的評価が変える指導法と学校文化

実践的評価を通じて、子どもの挑戦や努力を日々の指導に反映させることで、教

師の指導法を変革し、失敗を恐れず協働し学べる前向きな学校文化を創ります。

ア 指導に評価を即時反映する視点

子どもの挑戦や努力を授業や活動で素早く認識し、次の指導や支援に反映する

ことで、学びの質を高め、成長を促す指導法を実現します。

（ア）授業中の即時観察と記録

授業や活動中に子どもの挑戦や努力を見逃さず記録し、その場で指導や支援

に反映させることで、学びの質と成長を高めます。

○ 子どもの挑戦や工夫を授業中に記録し、即座に声かけや称賛を行う。

○ 小さな成功体験をホワイトボードやカードに可視化して共有する。

○ 協働活動での貢献度や役割の取り組みを観察し、振り返りに反映する。

（イ）個別フィードバックの活用

記録した挑戦や努力の情報をもとに、個々の子どもへ具体的なフィードバッ

クを行い、主体的な学びと安心して挑戦できる環境をつくります。

○ 記録をもとに子ども一人ひとりに具体的な改善点や称賛を伝える。

○ 面談や個別学習時間で努力や成長を振り返る機会を設ける。

○ AIポートフォリオ評価で成長を可視化し、家庭とも共有する。

イ 協働文化を育む視点

子どもや教職員が挑戦や学びを共有し、失敗を恐れず挑戦できる環境をつくる

ことで、協働的で前向きな学校文化を育てます。

（ア）挑戦や学びの共有の仕組みづくり

授業や活動での挑戦や学びをクラス全体で共有できる仕組みを設けることで

互いの努力を認め合い、失敗を恐れず挑戦できる前向きな協働文化を育みます。

○ 授業や活動での挑戦を学級掲示板やポートフォリオで共有する。

○ 週 1回の「挑戦発表会」を設け、努力や学びをクラスで称賛する。

○ グループ活動の振り返りで互いの工夫や貢献を共有する。

（イ）教職員間の協働と学びの可視化

教職員が互いの授業や指導法を観察・共有し、挑戦や工夫を称賛することで、

教師自身の協働力を高め、子どもが安心して挑戦できる学校文化の醸成を支えます。

○ 授業観察会で互いの工夫や挑戦を共有し、称賛し合う。

○ 教職員ミーティングで成功事例や改善点を共有し次の指導に活かす。

○ デジタルツールで授業や活動の成果を可視化し、情報共有を行う。


